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ḲAmazon Ḳ ( ) ḲAmazon

世界の電子商取引(BtoC)の担い手

出所：Ecommerce Europe 「European B2C E -commerce Report 2016 」

欧州でのEC売上げ規模(2014 )

中国市場の主要なEC事業者(2015 )

社名 本社
欧州でのEC売上高
（100万）

Amazon 米国 €24,230

Otto ドイツ €6,452

Apple 米国 €3,750

Tesco イギリス €3,533

Home Retail Group イギリス €2,328

Cdiscount フランス €2,235

Zalando ドイツ €2,214

E.Leclerc フランス €1,900

Shop direct イギリス €1,876

ECサイト名
中国 BtoC

EC 市場シェア

天猫(TMALL) 54.7%

京東(JD) 23.4%

唯品会(Vipshop ) 3.2%

蘇寧易購(Suning ) 3.0%

国美在線(GOME) 1.6%

１号店(Yihaodian ) 1.4%

当当網(Dangdang ) 1.3%

アマゾン中国 1.2%

聚美優品(Jumei ) 0.8%

カナダ市場の主要なEC事業者(2014 )

メキシコ市場の
主要なEC事業者(2016)

社名 本社

MercadoLibre アルゼンチン

Amazon 米国

Liverpool メキシコ

Linio ドイツ

Walmart 米国

社名 本社
カナダでのEC売上高
（億ドル）※推計

Amazon 米国 $1.9

eBay 米国 $1.5

Apple 米国 $1.5

Microsoft 米国 -

BestBuy 米国 -

AliExpress 中国 -

Walmart 米国 -

Costco 米国 -

出所：Internet Retailer 「E-commerce in Canada 2016 」
※ECサイトアクセス数の上位事業者

出所：公知情報、Internet Retailer
「Latin America 2016 」
※ECサイトアクセス数の上位事業者

出所：中国電子商務研究センターより作成

出所：eMarketer

米国市場の主要なEC事業者(2016 )

社名 本社
米国での全体EC売上高

（億ドル）

Amazon 米国 $946.7

Apple 米国 $168.0
Walmart 米国 $144.3
Macy’s Inc 米国 $46.2
Costco 米国 $42.3
QVC 米国 $40.5
Nordstrom 米国 $32.2

Target Corp. 米国 $30.8
Kohl’s Corp. 米国 $28.7
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出所：PayPal.Inc 「PayPal Cross -Border Consumer Research 2016 」のデータを基に作成

EC

越境ECの利用者・購入商品の傾向

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

米国 イギリス フランス ロシア 中国 日本 ブラジル メキシコ インド

衣料品・装飾品 PC・関連機器 美容・ヘルスケア 本・CD・DVD・ゲーム 食品

偽造品の流通や「メラミン混入粉ミルク事件」等をきっかけに国産
商品への不信感が高まり、輸入食品需要が高まっていることが
考えられる

出所：Accenture 「Cross-Border Ecommerce 」、日本貿易振興機構「中国における越境ECの動向」のデータを基に作成
※各国の越境EC利用者に対する、商品カテゴリー別の購入経験に関するアンケート調査結果(複数回答)
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西ヨーロッパ※2

5 EC 1.5
EU

食品EC市場規模の推移

出所：Euromonitor
※1：食品(生鮮・加工品）、飲料(清涼飲料・アルコール飲料)のECでの小売額
※2：アンドラ、オーストリア、ベルギー、キプロス、デンマーク、フィンランド、フランス、ドイツ、ギリシャ、アイスランド、アイルランド、イタリア、リヒテンシュタイン、

ルクセンブルク、マルタ、モナコ、オランダ、ノルウェー、ポルトガル、スペイン、スウェーデン、スイス、トルコ、イギリス

食品EC市場規模※1の推移

変化率

単位：10億ドル
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食品市場規模に占めるEC取引の割合

出所：Euromonitor , FoodDrinkEurope , EUROSTAT, UNCOMTRADE, OECD, Wageningen Economic Research, UNIDO 、農林水産省を元にアクセンチュア推計
※1：食品市場規模は、「食品(生鮮・加工品)、飲料(清涼飲料・アルコール飲料)の製造出荷額」データを使用
※2：食品市場規模は、イギリス・フランス・ドイツ・日本は2016 年、米国・中国は2012 年のデータを使用
※3：食品市場全体に占めるEC取引の割合。食品EC市場規模は各国共通で2016 年のデータを使用(Euromonitor ：次頁参照)

食品市場規模に占めるEC取引の割合※1,2
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食品EC化率に関連するデータ一覧

出所：Euromonitor , FoodDrinkEurope , EUROSTAT, UNCOMTRADE, OECD, Wageningen Economic Research, UNIDO 、農林水産省を元にアクセンチュア推計
※1：食品市場規模は、「食品(生鮮・加工品)、飲料(清涼飲料・アルコール飲料)の製造出荷額」データを使用

イギリス・フランス・ドイツ・日本は2016 年、米国・中国は2012 年のデータを使用
※2：食品(生鮮・加工品）、飲料(清涼飲料・アルコール飲料)のECでの小売額。各国共通で2016 年のデータを使用(Euromonitor )
※3：食品市場全体に占めるEC取引の割合

食品市場規模※1 食品EC市場規模※2 食品EC化率※3

7,915 1. 9%426,000日本

1,200,000 27,291中国 2. 3%

米国 789,000 8,387 1.1 %

191,000フランス 7,211 3.8%

ドイツ 234,000 1,259 0.5%

イギリス 186,000 10,274 5.5%

単位：100万ドル
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出所：Ecommerce Europe 「European B2C E -commerce Report 2016 」

欧州におけるEC規模(BtoC) (単位は10億ユーロ)

欧州におけるEC成長率(BtoC)

欧州におけるEC市場規模の内訳(BtoC)

イギリス

フランス
ドイツ

ロシア

スペイン

イタリア

オランダ

デンマーク

スウェーデン

スイス その他欧州各国

EC 5000
( 60 ) (35 Ṿ) (14 Ṿ) (13 Ṿ)
ễ 6

欧州の電子商取引市場 ①欧州の電子商取引全体の概要
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EC
EC

欧州の電子商取引市場 ②欧州における越境EC利用状況

44%

オーストリア

35%

デンマーク

30%

アイルランド

21%
20%

13%

#
EC

1 米国 268

2 中国 54

3 イギリス 49

4 ドイツ 34

5 フランス 33フランス イギリス ドイツ

直接海外出荷行うEC事業者数
国別ランキング(2015 年)

出所：Ecommerce Europe「European B2C E -commerce Report 2016 」、Internet Retailer 2016 「Global 1000 」

越境ECの利用率が高い(30% 以上)国の例

越境ECの利用率が高い(30% 未満)国の例

44%
35% 30%

21% 20%
13%

→ 3 ( )
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欧州の電子商取引市場 ③欧州におけるEC市場における食品の割合

EC全体の
市場規模

食品関連の
EC市場規模

1人当たりの
EC年間利用額

(10億ユーロ)

出所：Ecommerce Europe「European B2C E -commerce Report 2016 」

欧州各国のEC市場と1人当たりの利用額

(ユーロ)

市場規模 年間利用額
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TESCO EC
EC

欧州の電子商取引市場 ④欧州における食品EC市場の成熟度

EC

Å TESCOをはじめとする大手小売によ
る食品ECが定着・浸透

ü OcadoのようなEC専業の事
業者も発達・小売事業者との
提携も進む

Å 消費者の3人に1人が食品ECの利
用者であり、特に若年層(家族層)
の利用が盛ん

Å Amazon Pantry( 食品・日用品の
配達サービス)もサービス拡大予定

Åイギリスに次ぐ市場だが、市場規模・1
人当たり消費額等の点で差は大きい

Å大手小売が運営する食品ECが中心
だが、自宅以外でのピックアップが中心
である点が特徴

ü 駅やコンビニエンスストアでの
ピックアップが主流

Åイギリス、フランスとの市場規模の差は
大きく、発展途上の市場

Åイギリス、フランスの食品ECサイトの利
用も多い

出所：TESCO社ヒアリング、各種公知情報を元にアクセンチュア作成
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( ) (
) EC

EC

欧州の電子商取引市場 ⑤欧州における食品EC市場の概況

EC事業者
と連携

ピュア
プレイヤー型

カテゴリー
フォーカス型

サプライヤー
型

Ố
Ỏ

事業者分類

Å実店舗とECの双方を運営

Å小売のオムニチャネル化を志向

ÅEC専門事業者と連携することで
ECを運営

ÅEC運営への投資を抑えることが
可能

Åオンラインでのみ食品販売を行っ
ている事業者

Å生産者(サプライヤー)から直接食
品を提供するEC

Å特定のカテゴリーに焦点を当てて
ユニークな品揃えを提供
(例：ワイン、スイーツ等）

EC運営

概要 事業者例

(→p.7)

(→p.7)

(→p.7)

EC
利用者

対象食品

利用対象
EC

主たる対象 概要

Å若年層
(特に家族層)

Åイギリス・フランスを中心に、デジタ
ル環境下で育ってきた「ミレニアル
世代(18 -36歳)」に代表される
若年層の利用傾向が高い

ü特に共働き世帯等

Å加工食品・
飲料
(水・缶詰等）

Å健康食品

Å購入してすぐに使用する生鮮食
品等よりも、加工食品・飲料(水
・缶詰等)の需要が高い

Å小売店舗で個別に棚を儲けるこ
との難しいニッチな健康食品も商
材としてECにフィット

Åイギリス、
フランスの大手
小売が運営
するEC

Åイギリス、フランスのECサイトが発
展しており、基本的に欧州内で
のEC利用で完結

ü食品購入者で欧州外の
越境ECを利用するケー
スはほとんど見られない
(衣料品で利用する程度）

出所：TESCO社ヒアリング、各種公知情報を元にアクセンチュア作成

主
流
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欧州の電子商取引市場 ⑥食品EC市場の主要プレイヤー（イギリス）

出所：各種公知情報を元にアクセンチュア作成
※TESCO・ASDAのみ2015 年、他社は2016 年データ(全世界の売上)

概要

Åイギリス最大手小売

Åヨーロッパ以外にも日本、中国、韓
国、タイなど国内外12カ国で展開

Å25ポンド以上の購入で配送可能

Å中価格帯が主な商品ﾗｲﾝｱｯﾌﾟ

特徴(取扱商品・強み)

Å生鮮食品や飲料など主に店舗で取り扱っ
ている商品の販売を行う

Åお気に入り商品を登録することで商品購入
時に割引するサービスを提供

Å正確な配達時間が利用客に好評

分類

小売業者
(EC運営)

会社名 EC売上※

44億ポンド

Åイギリスで第３位の大手小売

Å世界最大手の米ｳｫﾙﾏｰﾄの子会社

üｳｫﾙﾏｰﾄとの協働により、EC
事業の取引先を拡大

Å低価格帯が主な商品ﾗｲﾝｱｯﾌﾟ

Å生鮮食品(青果物・肉類)、飲料(ワイン・
清涼飲料)、生活雑貨(洗剤等)、タイヤな
どを販売

Å販売網が充実しており、遠隔地への宅配に
も対応している

小売業者
(EC運営)

12億ポンド

Åイギリスで第2位の大手小売

Å１時間以内の配達サービスや環境
に配慮した自転車配達等の独自
サービスを展開

Å中～高価格帯が主な商品ﾗｲﾝｱｯﾌﾟ

Å生鮮食品や飲料等の他に、オーガニック製
品等の健康志向の商品を取扱う

Å一部地域において、配達時間を営業時間
外に指定することで配達料を安くするサービ
スを実施

小売業者
(EC運営)

12億ポンド

Åイギリスで第4位の大手小売

Å他社より食品数や配達可能地域が
少なく、買収や「Ocado」等との提携
を通じてEC事業を拡大中

Å中価格帯が主であり、16拠点でﾌﾟﾗ
ｲﾍﾞｰﾄﾌﾞﾗﾝﾄﾞ商品も製造

ÅAmazon と提携し、Amazon の顧客に生
鮮食品を販売している他、店舗/ロッカー等
で荷物の受取ができるサービスを導入

Åクリーンエンジンを搭載した配達車両を整
備するなど環境配慮をPRしている

小売業者
(EC事業者
との提携)

3億ポンド

Åオンライン食品販売のみを行う、イギ
リスの食品専門EC小売

Å他の食品小売との提携を活発に行
い、EC事業を拡大中

Å高価格帯が主な商品ﾗｲﾝｱｯﾌﾟ

Å生鮮食品の他にケータリングを取扱う

Å他大手食品小売(Waitrose) のﾌﾟﾗｲﾍﾞｰ
ﾄﾌﾞﾗﾝﾄﾞ商品を販売するなど、ニッチ商品
含めて取扱商品が豊富

Åイギリスの食品ECランキングで5年連続1
位の人気を得ている

EC専業 13億ポンド
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欧州の電子商取引市場 ⑥食品EC市場の主要プレイヤー（フランス）

Å国内外に600の実店舗を有し、ECサイ
トを運営する仏大手小売

Å実店舗を運営しながらも、EC事業にも
注力する意向

Å2015 年ECサイトを開設

概要

Åヨーロッパ、中国、台湾、中東地域等の世
界16カ国に3,500 以上の実店舗を持つ
仏大手スーパー

Å実店舗を活用した配達網を保有

Å米ウォルマートに次ぐ世界2位の食品小売

Å国内に5,000 店舗を有し、ECサイトを運
営する仏大手スーパー

Å食品に特化したECサイトを運営

Å仏国内外に2,300 店舗を有する大手小
売グループ「Les Mousquetaires 」の仏
食品スーパー

Å実店舗を活用した食品宅配サービスの対
象範囲・店舗を拡大中

Å国内に2,500 店舗を有し、ECサイトを運
営する仏大手スーパー

Å実店舗を活用し、18,000 の地域に配達

Å「ハイパーマーケット」と呼ばれる超大型店
舗を運営

Å生鮮食品、加工食品(乳製品・調味
料)、飲料、家電等を販売

Å商品選択画面でも商品の総額と送
料が画面上部にわかりやすく表示

ÅFacebookのアカウントでログイン可能

特徴(取扱商品・強み)

Å食品はケータリングサービスやワイン等
を、その他では家電や家具等を販売

Å110€以上の購入で初回限定で送
料無料になるキャンペーンを実施し、
新規会員加入を誘致

Å生鮮食品(青果・肉・魚)や加工食
品、ケータリング等の食品が主な商品

Å頻繁に購入する製品をお気に入りリス
トに登録することで、より簡単に注目で
きる機能を搭載

Å生鮮食品(青果)や加工食品(飲料・
菓子類)が主な取扱品目

Å注文ページが特徴的でチラシのような
ウェブカタログを閲覧し、クリックすると注
文画面が拡大表示される

Å同社ECサイトの「Cdiscount 」におい
て、家電や家具の他に、ワインや清涼
飲料等を販売している

Å商品画面で値引率が目立つ記載

ÅインターフェイスはAmazon に近い

会社名

小売業者
(EC運営)

分類

小売業者
(EC運営)

小売業者
(EC運営)

小売業者
(EC運営)

小売業者
(EC運営)

シェア※

21.2%

14.3%

20.7%

11.6%

10.6%

※Kantar World Panel

出所：各種公知情報を元にアクセンチュア作成
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欧州の電子商取引市場 ⑥食品EC市場の主要プレイヤー（その他）

小売業者
(EC運営)

EC専業
（食品）

ドイツ

国名

小売業者
(EC運営)

会社名 分類

小売業者
(EC運営)

EC専業
（食品）

EC専業
（食品）

Åドイツ第2位の大手小売グループ

Å取扱商品：生鮮食品(青果物等）、冷凍食品、調味料、缶詰等

Å配達料は購入金額、時間帯や時間帯の幅により異なる(120 €から送料無料)

Åプライベートブランド「REWE」商品を展開

Åレシピ情報も配信しており、その料理に使用する食材や調味料を直接購入可能

Å取扱商品：生鮮食品(青果等)、加工食品(冷凍食品、調味料、缶詰等)

Å配送地域：ドイツ全国

Å購入金額が100€以上で送料無料

Å速達の場合、24時間以内に配送

Åレシピの配信によりレシピ上の食材や調味料の購入を促す取組をしている

Åドイツ最大の大手小売

Å取扱商品：パン、調味料、缶詰等加工食品、飲料

Åドイツ鉄道と提携し、各駅で購入した商品を受け取れるサービスの開始を予定

Å75€以上の購入で送料無料・返品は常に無料

概要・特徴(取扱商品・強み)

Å配送範囲が首都限定から全国に拡大するなどEC事業を強化

Å高齢者向け食品ECサイト

Å現地系ディスカウントストアと同程度の価格で大都市対象に年中無休の
配送サービスを提供

デンマーク

出所：各種公知情報を元にアクセンチュア作成
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欧州の電子商取引市場 ⑥食品EC市場の主要プレイヤー（その他）

オランダ

スウェーデン

小売業者
(EC運営)

小売業者
(EC運営)

小売業者
(EC運営)

小売業者
(EC運営)

国名 分類

小売業者
(EC運営)

小売業者
(EC運営)

EC専業
（総合）

EC専業
（総合）

Å大手スーパーマーケットのECサイト
Å取扱商品：生鮮食品・加工食品
Å配送範囲は実店舗近隣のみ

ÅEC事業の対象店舗・品目を拡大
Å取扱品：生鮮食品・加工食品
Å価格：実店舗と同額

Åオランダ最大のスーパーマーケットチェーン「Albert Heijn 」のECサイト
Å同国の食品EC利用者の約60％が利用

Åオランダ第2位の食品EC
Å同国の食品EC利用者の約20％が利用

概要・特徴(取扱商品・強み)

Å取扱品目数：4,500 品目
Åマドリードでのみで利用可能
Å取扱品目：主に加工食品

Å大手百貨店グループのECサイトでスペインの最大手食品ECサイト
Åユーザー数：400万人
Å取扱品目：生鮮食品、加工食品

Å取扱品目数：12,000 品目
Å仏大手食品小売のカルフールがスペインで未発達の食品EC事業に進出
Åネットで注文後、ドライブスルー形式で受け取れる有料サービスを提供

Å同社の独自物流システム「ベルボーイ」を整備し、即日配送を実現
Å配送料は購入金額の15%

Å食料品の取扱は少なく、ワイン等の飲料の取扱が主
EC専業
（総合）

スペイン

イタリア

会社名

出所：各種公知情報を元にアクセンチュア作成
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EC
/ TESCO

欧州の電子商取引市場 ⑦食品EC事業者におけるクレーム対応(イギリス)

事業概要 クレーム窓口・責任者企業名 クレームへの対応方法

Å実店舗を持つイギリス最大手の
食品小売

Å生鮮食品や飲料など主に店舗
で取り扱っている商品の自社販
売を行う

Åクレーム窓口：TESCO

ü電話・メール・チャットで問合せ
が可能

ü実店舗に商品を持参し返品
もできる

Åクレーム責任者：TESCO

Å返品/返金・交換/補償金

ü配達時に不良品がある場合
は配達者に即時返品可能

ü利用者の誤発注の場合でも
返金対応を行う

ü配達遅延の場合、お詫びとし
て10-20£追加補償を行う

ÅEC専業の食品小売

Å他社小売ブランドも含めた生鮮
食品等を買い取った上で自社
販売

ÅEC専業の食品小売

Å生産者から直接仕入れた青果
物等を箱詰めにして自社販売
(例：人参ジュースセット等)

Åクレーム窓口：Ocada

ü顧客対応専門の部署を設置

ü電話・メール・アプリ等で返品・
問合せが可能

Åクレーム責任者：Ocada

Åクレーム窓口：Abel&Cole

üHP上にクレーム対応先の明
記がなく問合せ窓口のみ設置

Åクレーム責任者：Abel&Cole

Å返品/返金

ü商品に不備がある場合は返
品・返金対応を行い、交換は
行わない

ü配達時に不良品がある場合
は配達者に即時返品可能

Å返品/返金・交換

ü商品に不備がある場合や配
達後から受取までの間に盗難
に遭った場合、返品/返金・
交換を行う

出所：TESCO社ヒアリング、各種公知情報を元にアクセンチュア作成
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《参考》食品ECに関するトラブル・クレーム対応例：TESCO社（イギリス）

【商品自体の問題】

Å商品に欠陥があった

Å掲載内容と実際の商品の相違があった

【消費者の選好や選択の問題】

Å消費者が希望する商品の状態と異なっていた
（例：フルーツの成熟具合）

Å消費者の誤解により、届いた商品が消費者の
希望するものではなかった

Å配送予定日に届かなかった

Å賞味期限間際に到着した
(例：1週間分の肉を購入したにも関わらず、
賞味期限3日前に到着した)

Å悪天候により物流が滞り、遅延した

配送

トラブル・クレーム例

商品・
サービス

Å原則、商品の受け渡し時に確認した上で、問題があればド
ライバーが持ち帰り、返金する

ü 受け取り後に発覚した場合は、カスタマーセンターが
対応を行う

ü 原因が販売側にある場合(「商品が傷んでいた」等)
でも、消費者側にある場合でも(「Webサイトをよく
見ていなかった」等)でも、原則同様の対応を取る

Å食の安全性への対応に関しては、規則に基づき、業者によ
らず一律対応が決まっている
(例：食中毒の場合の補償金)

Åいわゆるクレーマーや悪質な場合であっても、顧客の主張を
優先し、暴力等があるなどの場合を除き、同じ対応を行う

Å配送が遅れた場合は、£10-20の補償金を支払う

Å天候などにより配達が困難である場合は、キャンセル扱いと
する

TESCO社の対応方針

出所：TESCO社ヒアリング、各種公知情報を元にアクセンチュア作成
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EC 2016 6,500
BtoC EC 20 10

EC

米国の電子商取引市場 ①米国の電子商取引全体の概要

EC
(100 )

1 Amazon(EC 専業) 70,080

2 Apple( 電子機器メーカー) 20,600

4 Wal-Mart Stores( 食品小売) 12,200

7 Macy’s(衣料品EC) 5,400

8 Liberty Interactive( メディア) 5,198

11 The Home Depot( 住宅関連) 3,765

13 Best Buy( 家電小売) 3,500

16 Costco Wholesale( 食品小売) 3,000

19 Sears Holdings( 食品小売) 2,850

20 Newegg( 電子機器小売) 2,800

出所：経済産業省「平成28年度我が国におけるデータ駆動型社会に係る基盤
整備報告書」(平成29年4月)

→ EC 20 10

米国におけるEC規模(BtoC) ( 単位は100万ドル)

米国におけるEC成長率(BtoC)

世界のBtoC-EC売上上位20社における
米国企業(2015 )

出所：U.S. Department of Commerce, Statista and Ecommerce Foundation
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EC 8%
(18 -36 )

米国の電子商取引市場 ②米国における食品EC市場の推移
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4.0
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12.0

2012 2013 2014 2015 2016

米国の食品・
EC市場規模

年平均成長率

(10 億米ドル)

市場規模

出所：Euromonitor

+ 7.6%
+8 .4%

+9 .5%
+8 .2%
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EC

1. アパレル/靴/アクセサリー 6. 化粧品

2. おもちゃ、ホビー商品 7. 旅行

3. 本、CD、DVD娯楽商品/
教育商品

8. コンピュータ、タブレット、モバイ
ル電子機器

4. 宝石/腕時計 9. 家庭用電化製品、家具

5. 電子書籍、音楽、ゲーム
のダウンロードコンテンツ

10. スポーツ、アウトドア用品

EC Amazon
EC EC

EC

米国の電子商取引市場 ③食品ECにおける購入品目

概要主たる対象

利用者

Åデジタル環境下で育ってきた「ミレニア
ル世代(18 -36歳)」の利用傾向が
高く、価格に加え、国土の広い米国
では即時配達のニーズも高い

ü子供のいる家庭はいない家
庭に比べ1.5倍の購入金額

Å郊外の大型スーパーへのアクセスが
難しい都市部居住者(特に自家用
車を持たない層)の利用率が高い

Å若年層
(子育て世帯)

Å都市部居住者

出所：弊社関係者ヒアリング、各種公知情報を元にアクセンチュア作成

→ EC利用事業者

Å大手ECサイト

Å大手食品小売
によるECサイト

ÅAmazon などの大手ECサイトが生
鮮食品・日用品の販売を実施

Åウォルマートなどの大手食品小売も
EC事業を実施

対象食品
Å加工食品・飲料

Å生鮮食品

Å加工食品(缶詰・調味料等)・飲料
の売上額が大きい

Å生鮮食品に関しても、ウォルマートで
のECの売上が急増しており、今後の
市場成長が見込まれる

出所：経済産業省 「平成28年度我が国におけるデータ駆動型社会に係る基盤整備報告
書」(平成29年4月)
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米国の電子商取引市場 ④食品EC市場の主要プレイヤー

概要 特徴(取扱商品・強み)分類会社名

ÅECサービスを運営する米国の大手小売

Å2017 年第1四半期では、前年同期比60% 以
上に拡大するなどECにも注力傾向

üただし、現状は売上全体に占めるEC売上
の割合は約3%に留まっている

小売業者
(EC運営)

Å食品・衣料品・家電など幅広い品目を取扱う

Å新鮮で低価格な食品販売を目指し、地産地消を
可能とする物流網の整備・地元産品の販売を
行っている

ü無料での即日配達が可能

Å米国最大のEC事業者

Å生鮮食品等を配達するAmazon フレッシュや食
品・日用品を送料定額で配達するAmazon パン
トリー等のサービスを一部地域で実施

Å米国の一部地域でサービスを試験的に実施した
後、他地域や他国で展開を行う方針

Å衣料品・家電・食品など幅広い品目を取扱う

ÅAmazon パントリーはアラスカ・ハワイを除く全土、
Amazon フレッシュはシアトル、カリフォルニア、
ニューヨーク等の一部地域限定

ÅAmazon フレッシュでは、生鮮食品(青果等)や要
冷蔵の加工品(乳製品等)を販売

EC専業

ÅECサービスを運営する、カリフォルニアやシアトル等
の米国西部を中心に展開する米国の大手小売

Åオフィス用に菓子類や飲料の配達やケータリング
サービスを展開

Å初回送料無料・初回注文$20割引等のインセン
ティブを設けている

Å一定金額以上を購入すると、特定の商品を無料
提供するキャンペーンを実施(豆加工品等）

小売業者
(EC運営)

ÅECサービスを運営する米国の大手小売

Å商品１つあたりの容量・個数が大きい代わりに、低
単価で販売するビジネスモデルを採用

Å店舗は内陸部に少なく、東西海岸に集中している

Å食品・衣料品・家電・家具等幅広い品目を取扱う

Å生鮮食品について、青果の取扱は少なく、肉類等
が中心

Å商品購入をするには有料会員登録が必要

小売業者
(EC運営)

EC専業

Åユダヤ教徒用食材(コーシャ)、グルテンフリー、オー
ガニック食品等の付加価値品を販売

Å生産者からの直送を行うことでより鮮度が高い生
鮮食品を提供できる

Å地元の生産者と契約し、注文のあった商品を生産
者から直送するサービスを展開する、米国のEC事
業者

ü青果、魚介類、肉類等の生鮮品を販売

Åオフィス用に菓子類や飲料の配達も実施

出所：各種公知情報を元にアクセンチュア作成
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EC Ṅ 2016 5 ( 80 )
CtoC ( Taobao ) BtoC (

(TMALL) (JD) ) BtoC EC

中国の電子商取引市場 ①中国の電子商取引全体の概要

(1兆人民元)

市場規模

出所：eMarketer
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EC
EC

EC

中国の電子商取引市場 ③食品ECにおける購入品目

主たる対象

出所：各種公知情報を元にアクセンチュア作成

EC

1. アパレル/靴/アクセサリー7. 家庭用電化製品、家具

2. 化粧品 8. ベビー用品、子供向け商品

3. 食品、飲料、アルコール8. おもちゃ、ホビー商品

4. コンピュータ、タブレット、
モバイル電子機器

10. 宝石/腕時計

5. 旅行 10. 健康関連商品、市販薬、
絆創膏

6. スポーツ、アウトドア用品

概要

利用者
Å若年層

Å中年層

Å富裕層と中流階級の間の「新中流
階級」と呼ばれる層や共働き夫婦・
子育て世代が利便性、安全性、品
質を求めて越境ECを利用

üアリババはビッグデータを活用
し、趣向に合わせた広告を出
す等利用者を取り込む仕組
みを取り入れている

利用事業者
Å専業の
大手ECサイト
(プラットフォーム型)

ÅアリババのECサービス「天猫
(TMALL) 」及び「京東(JD)」の占め
るシェアが高い

ü TMALLには米Costco等の
海外大手小売も出店

Å各事業者は模造品への対策として
正規販売店の登録等の施策を実行

対象食品

Å輸入食品

Å菓子・飲料

Å乳製品

Å健康食品

Å生鮮食品

Å「輸入品」というカテゴリを設置し、海
外産の青果等の生鮮食品や牛乳
等が販売

Åメラミン混入粉ミルク事件などの影響
による自国産品への不信感から、海
外食品への需要が増加

→ EC

EC

出所：経済産業省「平成28年度我が国におけるデータ駆動型社会に係る基盤整備
報告書」(平成29年4月)
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中国の電子商取引市場 ④食品EC市場の主要プレイヤー

概要 特徴(取扱商品・強み)分類会社名

Åアリババが運営するの中国最大のBtoC型のEC
サービス。「楽天」と同様のプラットフォーム型で、出
店者はTMALLに登録手数料等を支払う

Å海外食品小売Costco( 米)、Sainsbury( 英)等
も含め国内外で約5万の出店者が商品販売

Å食品・衣料品・家電など幅広い品目を取扱う

Å生鮮食品(青果・魚類)等の取扱があるほか、輸
入食品のカテゴリにおいて菓子類・飲料が販売

Å正規店のみに出店を制限し、模造品流通を防止

EC専業

Å中国第2位の食品EC売上シェアを持つBtoC型の
ECサービスであり、自社販売型とプラットフォーム型
を並行して展開

ÅJD.com内に、楽天市場の旗艦店、
Walmart( 米)ブランドの店舗が出店

Å食品・衣料品・家電など幅広い品目を取扱う

Å生鮮食品では青果や魚介(魚・エビ等)を販売

Å輸入食品のカテゴリがあり、果物(キウイ・ドリアン
等)や牛乳が販売されている

Åバイク便による独自の物流網を構築

EC専業

Å中国最大の食品グループである、COFCO(中糧
集団有限公司グループ)が設立した、食品EC事
業者。生鮮食品を中心とした食品を取扱ってお
り、取扱商品の15% が輸入品

Å食品ECでは中国で第3位のシェア

Å主に生鮮食品(青果・肉類・牛乳)等を取扱う

Å食品ジャンルの上位に輸入カテゴリを設置してお
り、青果・肉類・牛乳・菓子類と幅広い品目を販
売

Åキャッチフレーズは「便利で、安くて、速い(省力省
銭省時間)」

EC専業

Å中国のEC事業者であり、2015 年7月に米ウォル
マートが同社を完全子会社化し、2016 年6月に
JD.COMに買収された

Å返品システムが搭載されているが、生鮮食料品や
冷凍食品等の食品は対象外

Å食品・衣料品・家電など幅広い品目を取扱う。

Å商品カテゴリに輸入品を設け、菓子類や調味料
等の加工食品や飲料が販売されている

Å模造品流通防止策として、正規ブランドロゴ認定
や模造品を販売した事業者の追放を実施

EC専業

Å食品・衣料品・家電など幅広い品目を取扱う

Å食品ジャンルには生鮮食品(青果・魚類)等の取
扱があるほか、輸入食品のカテゴリを設置し、菓子
類・飲料を販売している

小売業者
(EC運営)

Å中国の大手小売家電「蘇寧電器」が運営する
BtoC型のECサービス

Å中国全体における実店舗での販売不振の流れを
受け、ECに注力

出所：各種公知情報を元にアクセンチュア作成
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EC

EC

中国の電子商取引市場 ⑤その他越境ECの主要プレイヤー

出所：公知情報を元にアクセンチュア作成

Å中国3大ポータルサイトである網易（ワンイー）が2015 年1月に
開設した B2C ECサイト。

Å日本のベビー用品や韓国の化粧品等が中心の女性向けECサイト
だが、一部飲料や食品等も販売。

ü欧州(ドイツ・フランス等)や韓国・オーストラリア等の食品
(菓子)・飲料(コーヒー・牛乳・ワイン等)を販売

Å物流は、 と一部海外直送で行う。設立当初、15万
㎡の保税倉庫を保有し、さらに拡張する予定。

Å網易グループの重点プロジェクトとして、2016 100 売上
目標を掲げた。そのため、7億の会員資源や自社運営のサイト・
ゲーム・アプリでの露出をはじめ、大量な優位資源を「コアラ」に割り
当てる予定と発表。

Å特徴

を活用。ユーザーの購買プロセスをシンプル化

② 人気のある“買い物達人”の で、ユーザーの参与度
とCVを高める

③ グループ傘下の を活用し、シーン
別に商品とユーザーをつなげる。

▼ PC画面

▼ アプリ画面 ▼ 自社他プラットフォームでの露出

網易ニュース 網易雲音楽

( )
ṕhttp://www.kaola.com )

http://www.kaola.com/
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現地ECモールへの出店①天猫(TMALL)

ÅTMALLにおける日本商品の人気商品カテゴリ第1位、2
位は美容関連、ベビー・マタニティであり、この2ジャンルで
シェアの合計80% を占めている

ü 食品・健康は、人気商品カテゴリの第4位

Å大手小売のイオンが出店しているが、加工食品中心であ
り、取扱品目・規模は限定的

ブランド名 ジャンル

1 花王 ベビー

2 ユニチャーム 美容小売

3 資生堂 ベビー

4 HOT BISCUITS ベビー

5 Curel ベビー小売

6 カルビー 美容小売

7 UTENA ベビー小売

8 ミキハウス ベビー・美容小売

9 CANMAKE 美容小売

10 テスコム 美容小売

TMALLにおける人気ブランドランキング（日本商品）

0 1 2 3 4 5 6 7

水産加工品

ビスケット

スナック菓子

キャンディ・チョコレート

乾燥食品

飲料

TMALLにおける日本産品取扱事業者数（食品）

Å主なブランドは下記の通り

ü 飲料：UCC、AGF、m.m.c 、丸山製茶、TASOGARE、山本漢方

ü 乾燥食品（麺）：Marutai 、伊之助

ü キャンディ・チョコレート：森永、lclovecosmetic

ü スナック菓子：カルビー

ü ビスケット：MEITO

ü 水産加工品：キャンベル

出所：Tmall 国際 HP(2017 年6月現在)、EC Data Lab 「中国越境EC市場規模分析」
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現地ECモールへの出店②京東(JD)

出所：JD Worldwide HP (2017 年6月現在)

0 20 40 60 80 100 120 140

ミルク・乳製品

飲料

水

スナック菓子

キャンディ・チョコレート

ビスケット

調味料等

酒類

JDにおける日本産品取扱事業者数（食品）JDにおける日本製品の概況

Å2014 年に京東で販売された日本製品の販売総額は約
1,569 億円超で、3万種類以上の良質な日本製品を提供

ü ベビー用品の花王・ピジョン、家庭用品の象印、食品の日清、化
粧品の資生堂・KOSE、デジタル製品のキヤノン・パナソニックなど
のブランドは特に中国の消費者から人気を集めている

ü 日清の即席麺に関しては、日本からの輸入品ではなく、現地製
造品が中心

Å2015 年には、JD内に日本製品専門販売サイト「日本館」
がオープンしており、日本産品の販売額は増加傾向

Åイオン中国(現地法人)が出店しており、JDへ食品の委託販
売を行っている

ü なお、楽天の旗艦店が出店しているが、食品の取扱はなし

ジャンル
「日本館」出店
企業数（2015 ）

ベビー用品 約60～80社

食品、保健薬・保健機能食品 約50～70社

日常品（ヘルス・ビューティー） 約60～80社

家電製品 約50～60社

Å主なブランドは下記の通り(詳細は )

ü 酒類：山崎、白州、月桂冠

ü 調味料等：キューピー、丸善、永谷園

ü ビスケット：明治、森永、Nestle、無印良品

ü キャンディ・チョコレート：ロッテ、グリコ、UHA 等
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《参考》京東(JD)における主な日本産品取扱事業者(食品)

出所：JD Worldwide HP (2017 年6月現在)

酒
穀物、油、
調味料

ビスケット
キャンディ・
チョコレート

スナック菓子 水 飲料
ミルク・
乳製品

サントリー キューピー 白い恋人 ロッテ 伊藤 VOSS コカ・コーラジャパンNISSIN

菊正宗
PHOENIX＆
EARTH

明治 森永 宝製菓 富士山 サントリー 雪印

山崎 HOUSE ブルボン Kracie ロッテ 水彩の森 UCC

月桂冠 NISSIN グリコ Kasugai カルビー Apti DyDo

白州 永谷園 森永 カネボウ カネボウ 富永 山本漢方

日本盛 キッコーマンロッテ Takaoka 白い恋人
PHYTOCHE
MICAL 
WATER

森永

獺祭 富士甚 マツナガ ROYCE Kracie 伊藤園 ハタ鉱泉

白鶴 味の素 マルト製菓 UHA Nestle サントリー 翰慈堂

黒霧島 ヤマト Takara マンナン 松屋製菓 Kracie サンガリア

紀州梅酒 Marutai HOKKA KANRO はくばく Lion VITACOCO
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越境ECを通じた日本からの食品輸出概要

独自サイト
構築・
自社販売

Ố
Ỏ

EC事業者例 主な輸出先国 主な取扱食品 傾向

Å伊勢丹シンガポール

Åドン・キホーテ

Å中国・シンガ
ポール・タイ等の
アジア圏

Å菓子、麺類、粉末飲料、酒
類等の加工食品が中心

Å生鮮食品は限定的

小売
Å海外展開済の大手小売が多いが、
サービス停止事業者も目立つ状況

Åインバウンド連携を図る事業者も存在

生産者/
メーカー

Å京都おぶぶ茶苑

Å鎌田醤油
(いまどきの醤油屋)

Å米国・欧州等
Å緑茶

Å調味料

Å他国産品との差別化が可能で、軽量
で送料を抑えられる食品を中心に、多
数の小規模事業者等が運営

EC専業

Åオイシックス香港

Å酒虎

ÅSAKE Master

Å香港

Å米国・欧州等
世界各国

Å青果物、畜産物・乳製品、
水産物、加工食品等

Å酒類

Åキープレイヤーのオイシックスの他、日本
酒をはじめとする特定品目に特化した
小規模事業者が存在

プラットフォーム
(ECモール)運営

Å楽天グローバル

ÅBuyee

ÅYunomi.us

Å香港・中国・
米国・欧州等

Å菓子・調味料等の加工食品
が中心だが、楽天は水産
物、青果物、和牛等も取扱
い

Ố
Ỏ

Å食品に限らない総合系の他に、特定
品目に特化したプラットフォームも存在
(例：茶生産者/専門店が出店)

EC専業 Åらでぃっしゅぼーや
Å香港

(HKTVモール)
Å青果物(野菜・果物)等 Å対象事業者は限定的

小売 Åイオン
Å中国

(Tmall /JD)
Å加工食品が中心

Å食品販売を行う小売業者の出店は少
なく、ドラックストア事業者の出店が多
い

生産者/メーカー
Åカルビー

Åサントリー等多数

Å中国
(JD)

Å菓子、酒類、シリアル、飲料/
粉末飲料(青汁)等

Å数多くの大手メーカーが中国のECモー
ルに出店(京東(JD)が中心)

プラットフォーム
(ECモール)運営

Å楽天
Å中国

(JD)
Å(食品の取扱いはなし)

Åキープレイヤーの楽天が中国の現地EC
モールに出店(“モールinモール”)してい
るが、食品の取扱いはない

出所：各種公知情報を元にアクセンチュア作成
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越境ECを通じた食品輸出に関する主要プレイヤー(1/2)

分類

EC専業
(自社サイト運営)

会社名 概要

Å2009 年より青果通販事業者「太陽の食卓」と提携
し越境ECサービス(香港向け)を開始

Å保存が可能な商品を船便で送り、現地倉庫に保管
し、輸送コストを低減

Å利用者の多くは高級品を購入する「お取り寄せ」感覚
での利用が多い

主な取扱食品

Å野菜、フルーツ、乳製品、水産
物、肉、調味料、飲料、菓子、
冷凍食品、ベビーフード等

Å特にスイーツやフルーツが人気

Å地域限定の加工食品等の付加
価値品も販売

輸出先国

香港

生産者
(自社サイト運営)

EC専業
(自社サイト運営)

Å日本酒卸売のコンタツと物流のトランスコスモスが共同
で運営する海外向けの日本酒専門のECサイト

Åコンタツの倉庫・品揃えと、トランスコスモスの物流網を
活用した低価格輸出を実現

Å日本茶の農家による宇治茶(和束茶)専門のネット通
販。直接顧客に販売するだけでなく、茶専門店などの
ショップのオーナーを通じた販売も多い

Å欧州・米国が海外総売上額の7～8割

Å自社農園ブランド「おぶぶ茶苑」の
茶(売上の８割)

Å他社ブランドの緑茶、茶器

Å日本酒(450 種類以上)

ü地域別・価格別・等級別
に整理して販売

ü$40~ 以上の高価格帯

小売業者
(自社サイト運営)

Å訪日外国人観光客向けECサービス「majica
Premium Global 」では、来店時に会員登録し、帰
国後、専用サイトから商品の配達注文が可能

Å商品の“おかわり（リピート）注文”などに対応し、次
回の来店までの需要を補完

Å菓子、乾麺、粉末調味料、粉末
飲料

中国、香港、
台湾、タイ、
マレーシア、

シンガポール等の
アジア圏

世界全域

欧州、米国等

小売業者
(自社サイト運営)

Å実際の店舗で取扱いのある商品をECサイト「I 
ONLINE」で販売

Åサイト内で、日本から農水産物を取り寄せて宅配する
「ISETAN JAPAN DIRECT」サービスを展開

Å野菜、酒、調味料、麺類シンガポール

出所：各種公知情報を元にアクセンチュア作成
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越境ECを通じた食品輸出に関する主要プレイヤー(2/2)

出所：各種公知情報を元にアクセンチュア作成

分類

小売業者
(他国モール出店)

メーカー
(他国モール出店)

特定品目
プラットフォーム
運営

EC専業
(他国モール出店)

会社名

Yunomi.us

概要

Å日本全国の茶農園と茶専門店役50社が出店す
る日本茶のマーケットプレイス。サイト上で海外向け
に商品の販売と情報提供を実施

Å日本の茶農家と直接取引ができる点で、海外の緑
茶販売サイトとの差別化を図る

ÅTmall に出店し、プライベートブランド「トップバリュ」
の商品などを販売

Å現地法人のイオン中国では、JDへの委託販売を行
い、サイトで注文を受けた商品を近隣店舗からバイ
ク便で配送

Å中国での「Calbeeブランド」の認知向上のため、
2015 年に子会社「Calbee E-commerce 
Limited. 」を設立し、Tmall への出店・販売を行う

Å中国で販売する「フルグラ」のパッケージには北海道
製造ロゴを記し、安心感を訴求

Å香港大手の総合ECサイト「HKTVモール」に出店
し、青果物を販売

Å注文情報が24時間稼働の配送拠点(東京・板
橋)に届き翌朝には配送センターから空輸で商品を
香港に発送。配送は現地のHKTVモールが担う

Å「楽天グローバル」を通じて食品の越境ECを行って
いる総合ECプラットフォームであり、食品専門の「美
食日本」も開設

Å高付加価値食品だけでなく、日用食品の販売まで
サービスを拡大中

取り扱い商品(食品)

Å菓子(「じゃがポックル」や「じゃが
ビー」等)

Å2017 年８月より日本で人気のシ
リアル「フルグラ」の販売を開始

Å加工食品が中心

Å茶、茶器、スイーツなど

Å青果物(野菜・果物) 

Å日本産の有機・低農薬野菜の野
菜と果物のセット(野菜10品、果
物1～2品)で、価格は480香港ド
ル(約7,368 円)

Å高級食材を中心に販売。水産物
(カニ)、果物、デザート、和牛等

Åカニや果物(メロン、イチゴ)の人気
が高い。飲料・日本酒なども一定
程度の需要

輸出先国

米国、
欧州(イギリス等)

中国

中国

香港

香港、中国
米国、豪州等

総合
プラットフォーム
運営


